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(57)【要約】
本発明は、導電性フィルムウェブ（２１０）を導電性接 
着剤（１）によって塗工するための方法に関し、この方 
法が導電性フィルムウェブ（２１０）を提供することと 
、フィルムウェブ（２１０）を導電性接着剤（１）によ 
って塗工することとを含むことを特徴とする。
【選択図】図２

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全21頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ ２ １ ０ ） を 導 電 性 接 着 剤 （ １ ） に よ っ て 塗 工 す る た め の 方 法 で  
あ っ て 、 前 記 方 法 が 前 記 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ ２ １ ０ ） を 設 け る こ と と 、 前 記 フ ィ ル ム  
ウ ェ ブ （ ２ １ ０ ） を 導 電 性 接 着 剤 （ １ ） に よ っ て 塗 工 す る こ と と を 含 む こ と を 特 徴 と す る  
、 前 記 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 接 着 剤 （ １ ） は 、 基 準 状 態 下 で 揮 発 性 で あ る 溶 媒 を 含 む 液 体 接 着 剤 と し て 与 え ら れ  
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ ２ １ ０ ） を 前 記 導 電 性 接 着 剤 （ １ ） に よ っ て 塗 工 し た 後 、 前 記 導  
電 性 接 着 剤 （ １ ） を 乾 燥 さ せ る 、 及 び ／ ま た は 硬 化 さ せ る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ ま た は ２  
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ ２ １ ０ ） の 前 記 塗 工 は 、 グ ラ ビ ア 印 刷 プ ロ セ ス 及 び ／ ま た  
は フ レ キ ソ グ ラ フ ィ 印 刷 プ ロ セ ス を 使 用 し て 実 行 さ れ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記  
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 塗 工 中 、 塗 工 さ れ る 前 記 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ ２ １ ０ ） は 、 印 刷 版 胴 （ ２ ０ ４ 、 ３ ２  
０ ） と 対 向 圧 胴 （ ２ ０ ４ 、 ３ ２ ０ ） と の 間 の ロ ー ラ ギ ャ ッ プ （ １ ２ ） を 通 過 す る 、 請 求 項  
４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ １ ０ ） 上 に 塗 工 さ れ た 前 記 導 電 性 接 着 剤 （ １ ） は 、 硬 化 す  
る 、 好 ま し く は 、 塗 工 後 に 乾 燥 す る 、 及 び ／ ま た は 調 質 さ れ る 、 及 び ／ ま た は 架 橋 さ れ る  
、 先 行 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 任 意 選 択 で 硬 化 ス テ ッ プ 後 、 前 記 導 電 性 接 着 剤 （ １ ） に よ っ て 塗 工 さ れ た 前 記 フ ィ ル ム  
ウ ェ ブ （ １ ０ ） は 、 巻 き 取 ら れ る 、 ま た は ド ラ イ 電 極 （ １ １ ０ ） 、 好 ま し く は リ チ ウ ム イ  
オ ン 電 極 の 製 造 の た め の カ レ ン ダ リ ン グ ユ ニ ッ ト （ １ ０ ０ ） 、 好 ま し く は マ ル チ ロ ー ラ カ  
レ ン ダ に 直 接 供 給 さ れ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 導 電 性 接 着 剤 （ １ ） 、 特 に 接 着 剤 を 、 前 記 接 着 剤 （ １ ） を 前 記 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ  
ブ （ １ ０ ） 上 に 塗 工 す る 前 に 、 調 質 す る こ と を 含 む 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の  
方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 塗 工 用 の 前 記 導 電 性 接 着 剤 （ １ ） は 、 印 刷 版 胴 （ ３ ２ ０ ） の 複 数 の セ ル （ ３ ３ ０ ） に 導  
入 さ れ る 、 先 行 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 塗 工 さ れ た 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ １ ０ ） は 、 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ （ １ ０ ０ ） の  
第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ （ １ １ ） に 供 給 さ れ 、 前 記 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ （ １ １ ） は 、 前 記 フ ィ  
ル ム ウ ェ ブ （ １ ０ ） を 受 容 し 、 そ れ を 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム （ ２ ０ ） 及 び 第 二 ド ラ イ 電  
極 フ ィ ル ム （ ２ １ ） 上 に ラ ミ ネ ー ト し て 、 両 面 ド ラ イ 電 極 （ １ １ ０ ） を 形 成 す る 、 先 行 請  
求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ａ ． 第 一 ド ラ イ 電 極 材 料 （ ２ ２ ） を 前 記 ド ラ イ 電 極 材 料 （ ２ ２ ） 用 の 第 一 供 給 シ ス テ ム  
（ ２ ） に 与 え る こ と と 、
　 ｂ ． 第 一 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ （ １ ３ ） を 第 一 及 び 第 二 カ レ ン ダ ロ ー ラ （ ４ 、 ５ ） の 間 に 形 成  
す る こ と と 、
　 ｃ ． 前 記 第 一 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ （ １ ３ ） 内 に 前 記 第 一 ド ラ イ 電 極 材 料 か ら 作 製 さ れ た 第 一  
ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム （ ２ ０ ） を 、 好 ま し く は 前 記 第 一 カ レ ン ダ ロ ー ラ （ ４ ） の 回 転 速 度 を  
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上 回 る 前 記 第 二 カ レ ン ダ ロ ー ラ （ ５ ） の 回 転 速 度 に よ っ て カ レ ン ダ リ ン グ す る こ と と 、
と い う ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 第 三 カ レ ン ダ ロ ー ラ （ ６ ） と 、 好 ま し く は 前 記 第 三 カ レ ン ダ ロ ー ラ （ ６ ） の 上 流 側 に 配  
置 さ れ る 、 さ ら な る カ レ ン ダ ロ ー ラ （ ５ ） と の 間 に 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ （ １ １ ） を 形 成 す  
る こ と を 含 み 、 前 記 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム （ ２ ０ ） は 、 前 記 第 一 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ （ １ ３  
） を 離 れ た 後 、 前 記 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ （ １ １ ） に 転 移 さ れ 、 前 記 さ ら な る カ レ ン ダ ロ ー  
ラ （ ５ ） は 、 好 ま し く は 前 記 第 二 カ レ ン ダ ロ ー ラ （ ５ ） で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法  
。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 三 カ レ ン ダ ロ ー ラ （ ６ ） は 、 前 記 さ ら な る カ レ ン ダ ロ ー ラ （ ５ ） の 回 転 速 度 を 上  
回 る 回 転 速 度 で 動 作 す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ａ ． 第 四 カ レ ン ダ ロ ー ラ （ ７ ） と 、 好 ま し く は 前 記 第 四 カ レ ン ダ ロ ー ラ （ ７ ） の 隣 及 び  
／ ま た は 下 流 側 に 配 置 さ れ る 、 さ ら に 別 の カ レ ン ダ ロ ー ラ （ ６ ） と の 間 に 第 三 ロ ー ラ ギ ャ  
ッ プ （ １ ４ ） を 形 成 す る こ と で あ っ て 、 前 記 他 の カ レ ン ダ ロ ー ラ （ ６ ） は 好 ま し く は 前 記  
第 三 カ レ ン ダ ロ ー ラ （ ６ ） で あ る 、 前 記 形 成 す る こ と と 、
　 ｂ ． 前 記 第 三 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ （ １ ４ ） 内 に 第 二 ド ラ イ 電 極 材 料 供 給 シ ス テ ム （ ３ ） か ら  
前 記 第 二 ド ラ イ 電 極 材 料 （ ２ ２ ） を 受 容 す る こ と と 、
　 ｃ ． 前 記 第 三 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ （ １ ４ ） 内 に 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム （ ２ １ ） を 形 成 す る  
こ と と 、
と い う ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 塗 工 さ れ た 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ １ ０ ） を 前 記 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ （ １ １ ） に 導  
入 す る こ と を 含 み 、 前 記 塗 工 さ れ た 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ １ ０ ） は 、 前 記 第 一 ド ラ イ 電  
極 フ ィ ル ム （ ２ ０ ） 及 び 前 記 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム （ ２ １ ） に よ っ て ラ ミ ネ ー ト さ れ る  
こ と に よ り 、 両 面 ド ラ イ 電 極 （ １ １ ０ ） を 得 る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載  
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 塗 工 さ れ た 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ １ ０ ） は 、 塗 工 直 後 に 前 記 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ  
（ １ １ ） に 導 入 さ れ 、 前 記 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ １ ０ ） は 、 完 全 な 乾 燥 及 び ／ ま た は 硬 化 の 後  
か 、 少 な く と も 完 全 な 乾 燥 及 び ／ ま た は 硬 化 の 前 か い ず れ か で 、 前 記 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ  
（ １ １ ） に 導 入 さ れ る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ４ の １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ ２ １ ０ ） の 前 記 塗 工 は 、 前 記 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ １ ０ ） を 前  
記 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ （ １ ０ ０ ） の 前 記 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ （ １ １ ） に 供 給 し な が ら 、  
原 位 置 で 実 行 さ れ る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 塗 工 さ れ た 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ １ ０ ） は 、 前 記 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ （ １ １ ） に  
導 入 さ れ た 後 、 前 記 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ （ １ ０ ０ ） 内 で 硬 化 す る 、 乾 燥 す る 、 及 び ／ ま  
た は 架 橋 さ れ る 、 請 求 項 １ ６ ま た は １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ １ ０ ） は 、 好 ま し く は 前 記 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ （ １ ０ ０ ） の 加  
熱 ロ ー ラ に よ っ て 前 記 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ （ １ ０ ） を 前 記 第 一 及 び ／ ま た は 前 記 第  
二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム （ ２ ０ 、 ２ １ ） と 共 に 加 熱 す る こ と に よ っ て 、 硬 化 さ せ る 、 乾 燥 さ  
せ る 、 ま た は 架 橋 す る た め に 加 熱 さ れ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ を 導 電 性 接 着 剤 に よ っ て 塗 工 す る た め の 方 法 に 関 す る  
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。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 構 造 部 用 の 壁 紙 の 製 造 中 、 ウ ェ ブ 形 状 の 被 印 刷 物 に 装 飾 的 な 構 造 要 素 を 塗 布 す る  
た め に 、 例 え ば ポ リ ウ レ タ ン ベ ー ス の 、 膨 張 性 材 料 を 、 ス ク リ ー ニ ン グ ロ ー ラ に 通 し て ド  
ク タ ブ レ ー ド を 用 い て 被 印 刷 物 に 塗 布 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 そ れ ら の よ う な 方 法 は 、  
例 え ば 、 Ｊ Ｐ ０ ５ ２ ６ ２ ５ ０ ９ Ｂ ２ 及 び Ｅ Ｐ ２ ３ ２ ２ ７ １ １ Ｂ １ か ら 知 ら れ て い る 。 既 知  
の 方 法 は 、 塗 工 さ れ た ウ ェ ブ を 、 輸 送 の た め に 巻 き 取 る だ け で あ っ て も 、 さ ら に 処 理 す る  
こ と を 可 能 に す る 前 に 、 塗 布 後 、 塗 布 さ れ た 材 料 を 最 初 に 乾 燥 さ せ る 、 及 び ／ ま た は 硬 化  
さ せ る 必 要 が あ る と い う 欠 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 電 気 エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 デ バ イ ス 用 の 電 極 の 製 造 で は 、 集 電 体 を 設 け る た め に 導 電 性 接 着 剤  
に よ っ て 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ は 、 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ 内 で 事 前 に カ レ ン ダ リ ン グ  
さ れ た ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム に 結 合 さ れ る 。 こ の 目 的 の た め に 、 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム 及 び フ  
ィ ル ム ウ ェ ブ は そ れ ら の 接 着 剤 と 共 に 、 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム に 面 す る ロ ー ラ ギ ャ ッ プ に 導  
入 さ れ る こ と に よ り 、 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム は 、 接 着 剤 を 介 し て フ ィ ル ム ウ ェ ブ に 電 気 接 続  
さ れ 、 さ ら に 圧 縮 さ れ る 。 そ の よ う な カ レ ン ダ リ ン グ プ ロ セ ス は 、 Ｗ Ｏ ２ ０ ２ ０ ／ １ ５ ０  
２ ５ ４ Ａ １ に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ が 塗 工 さ れ た 直 後 、 導 電 性 接 着 剤 に よ っ て 塗 工 さ れ た  
フ ィ ル ム ウ ェ ブ の さ ら な る 処 理 を 可 能 に す る よ う に 、 特 に ド ラ イ 電 極 製 造 の カ レ ン ダ リ ン  
グ プ ロ セ ス で は 、 最 初 に 言 及 さ れ た 方 法 を さ ら に 発 展 さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 目 的 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 を 有 す る 方 法 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 有 利 な 実 施 形 態 は 、 そ  
れ ぞ れ の 従 属 請 求 項 の 主 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ を 導 電 性 接 着 剤 に よ っ て 塗 工 す る た め の 方 法 に 関 し 、  
こ の 方 法 が 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ を 提 供 す る こ と と 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ を 導 電 性 接 着 剤 に よ  
っ て 塗 工 す る こ と と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 特 に 、 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム の 製 造 の カ レ ン ダ リ ン グ プ ロ セ ス の た  
め に 、 接 着 剤 に よ る 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ の 塗 工 を 原 位 置 で 実 行 す る こ と を 可 能 に す る 。  
例 え ば 、 先 行 技 術 の 修 正 形 態 で は 、 接 着 剤 に よ っ て 塗 工 さ れ た 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ は 、  
フ ィ ル ム ウ ェ ブ が 繰 り 出 し ス プ ー ル か ら カ レ ン ダ の ロ ー ラ ギ ャ ッ プ に 導 入 さ れ る 代 わ り に  
、 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ に 導 入 さ れ る 直 前 に 最 初 に 塗 工 さ れ 、 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ と し て  
ロ ー ラ ギ ャ ッ プ に 導 入 さ れ る こ と が で き る 。 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ 上 の 接 着 剤 が 、 ロ  
ー ラ ギ ャ ッ プ に 導 入 さ れ る 場 合 、 ま だ 、 ま た は ま だ 完 全 に 硬 化 し て い な い 、 ま た は 乾 燥 し  
て い な い 場 合 が あ り 、 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム の フ ィ ル ム ウ ェ ブ へ の 接 着 を さ ら に 高 め る こ と  
が で き る 。 特 に 、 カ レ ン ダ リ ン グ プ ロ セ ス は 、 接 着 剤 を 最 終 強 度 ま で 硬 化 さ せ る 、 乾 燥 さ  
せ る 、 ま た は 架 橋 す る さ ら な る 乾 燥 ま た は 硬 化 ス テ ッ プ を 含 む こ と が で き る 。 こ の 目 的 の  
た め に 、 カ レ ン ダ リ ン グ プ ロ セ ス に 使 用 さ れ る マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ は 、 少 な く と も １ つ  
の 加 熱 ロ ー ラ を 有 す る こ と が で き る 。 好 ま し く は 、 加 熱 ロ ー ラ は 、 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム に  
接 続 さ れ る た め に 、 接 着 剤 に よ っ て 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ が 塗 工 後 に 導 入 さ れ る ロ ー  
ラ ギ ャ ッ プ を 形 成 す る ロ ー ラ の う ち の １ つ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 接 着 剤 は 、 基 準 状 態 下 で は 揮 発 性 で あ る 溶 媒 を 含 む 液 体 接 着 剤 と し て 与 え ら れ る こ と が  
で き る 。 基 準 状 態 は 、 周 囲 圧 力 及 び ／ ま た は 周 囲 温 度 を 意 味 す る こ と が で き る 。 基 準 状 態  
は 、 室 圧 及 び ／ ま た は 室 温 、 例 え ば 、 約 １ ｂ ａ ｒ の 圧 力 及 び ／ ま た は 約 ２ ０ ℃ の 温 度 を 意  
味 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 方 法 は 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ を 導 電 性 接 着 剤 に よ っ て 塗 工 し た 後 、 導 電 性 接 着 剤 を 乾 燥 さ せ  
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る 、 及 び ／ ま た は 硬 化 さ せ る こ と を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ の 塗 工 は 、 グ ラ ビ ア 印 刷 プ ロ セ ス 及 び ／ ま た は フ レ キ ソ グ ラ フ ィ  
印 刷 プ ロ セ ス を 使 用 し て 実 行 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 塗 工 中 、 塗 工 さ れ る 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ は 、 印 刷 版 胴 と 対 向 圧 胴 と の 間 の ロ ー ラ ギ ャ  
ッ プ を 通 過 す る こ と が で き る 、 ま た は 通 過 す る こ と に な る 。 印 刷 版 胴 及 び ／ ま た は 対 向 圧  
胴 は 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ に 接 着 剤 を 塗 布 す る よ う に セ ッ ト ア ッ プ さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ 上 に 塗 工 さ れ た 導 電 性 接 着 剤 は 塗 工 後 に 硬 化 す る こ と が で き る 。  
導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ 上 に 塗 工 さ れ た 導 電 性 接 着 剤 が 塗 工 後 に 乾 燥 す る 、 及 び ／ ま た は 調  
質 さ れ る 、 及 び ／ ま た は 架 橋 さ れ る こ と が で き る こ と を 条 件 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 導 電 性 接 着 剤 に よ っ て 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ は 、 硬 化 ス テ ッ プ 後 に 必 要 で あ れ ば 、  
巻 き 取 ら れ る こ と 、 ま た は ド ラ イ 電 極 の 製 造 の た め に カ レ ン ダ リ ン グ ユ ニ ッ ト に 直 接 供 給  
さ れ る こ と が で き る 。 カ レ ン ダ リ ン グ ユ ニ ッ ト は 、 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ リ ン グ ユ ニ ッ ト  
及 び ／ ま た は マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ で あ る こ と 、 ま た は そ れ ら を 含 む こ と が で き る 。 カ レ  
ン ダ リ ン グ ユ ニ ッ ト は 、 例 え ば 、 ド ラ イ 電 極 （ 例 え ば 、 リ チ ウ ム イ オ ン 電 極 ） の 製 造 の た  
め に 、 セ ッ ト ア ッ プ さ れ る 、 及 び ／ ま た は 使 用 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 方 法 は 、 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ 上 に 接 着 剤 を 塗 工 す る 前 の 導 電 性 接 着 剤 の 調 質 を 含 む こ  
と が で き る 。 方 法 は 、 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ 上 に 接 着 剤 を 塗 工 す る 前 の 導 電 性 接 着 剤 の あ  
る 調 質 ま た は 前 述 の 調 質 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 導 電 性 接 着 剤 は 、 塗 工 の た め に 印 刷 版 胴 の 多 数 の セ ル に 導 入 さ れ る こ と が で き る 。 セ ル  
の う ち の 少 な く と も １ つ 、 い く つ か 、 ま た は 全 て は 、 彫 刻 で あ る こ と 、 ま た は そ れ を 含 む  
こ と が で き る 。 セ ル 及 び ／ ま た は 彫 刻 の う ち の 少 な く と も １ つ 、 い く つ か 、 ま た は 全 て は  
、 印 刷 版 胴 内 に 延 在 す る こ と 、 及 び ／ ま た は 凹 部 で あ る 、 ま た は 凹 部 を 含 む こ と が で き る  
。 セ ル 及 び ／ ま た は 彫 刻 は 、 溝 部 が 付 い て い る こ と 、 及 び ／ ま た は 溝 部 を 含 む こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 塗 工 さ れ た 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ は 、 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ の 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ に 供  
給 さ れ る こ と が で き 、 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ は フ ィ ル ム ウ ェ ブ を 収 容 す る こ と が で き る 。 第  
二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ は 、 塗 工 さ れ た 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ を 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム 及 び 第  
二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム に ラ ミ ネ ー ト し て 、 両 面 ド ラ イ 電 極 を 形 成 す る こ と が で き る 。 第 二  
ロ ー ラ ギ ャ ッ プ は 、 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム 及 び 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム を フ ィ ル ム ウ ェ  
ブ 、 特 に 塗 工 さ れ た 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ 上 に ラ ミ ネ ー ト し て 、 両 面 ド ラ イ 電 極 を 形 成 す  
る こ と が で き る 。 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム 及 び ／ ま た は 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム は 、 塗 工  
さ れ た 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ に ラ ミ ネ ー ト さ れ 、 も し く は 塗 布 さ れ 、 ま た は ラ ミ ネ ー ト さ  
れ る こ と が で き 、 も し く は 塗 布 さ れ る こ と が で き 、 そ れ ／ そ れ ら は 、 塗 工 さ れ た 導 電 性 フ  
ィ ル ム ウ ェ ブ に 接 続 さ れ る 、 ま た は 接 続 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 方 法 は 、
　 ａ ． 第 一 ド ラ イ 電 極 材 料 を ド ラ イ 電 極 材 料 用 の 第 一 供 給 シ ス テ ム に 与 え る こ と と 、
　 ｂ ． 第 一 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ を 第 一 カ レ ン ダ ロ ー ラ と 第 二 カ レ ン ダ ロ ー ラ と の 間 に 形 成 す る  
こ と と 、
　 ｃ ． 第 一 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ 内 で 第 一 ド ラ イ 電 極 材 料 か ら 作 製 さ れ た 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル  
ム を カ レ ン ダ リ ン グ す る こ と と 、
と い う ス テ ッ プ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 方 法 は 、 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ を 第 三 カ レ ン ダ ロ ー ラ と さ ら な る カ レ ン ダ ロ ー ラ と の 間 に  
形 成 す る こ と を 含 む こ と が で き 、 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム は 、 第 一 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ を 離 れ  
た 後 、 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ に 転 移 さ れ る こ と が で き る 。 さ ら な る カ レ ン ダ ロ ー ラ は 、 第 三  
カ レ ン ダ ロ ー ラ の 上 流 側 に 配 置 さ れ る こ と が で き る 。 さ ら な る カ レ ン ダ ロ ー ラ が 第 二 カ レ  
ン ダ ロ ー ラ で あ る こ と が で き る 、 ま た は そ れ に 相 当 す る こ と が で き る こ と を 条 件 と す る こ  
と が で き る 。 「 上 流 側 」 と は 、 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム が 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ に 、 そ の 中  
に 、 ま た は そ こ を 通 っ て ガ イ ド さ れ る 、 ま た は ガ イ ド さ れ る こ と に な る 前 に 、 第 一 ド ラ イ  
電 極 フ ィ ル ム が 最 初 に 第 一 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ に 、 そ の 中 に 、 ま た は そ こ を 通 っ て ガ イ ド さ れ  
る 、 ま た は ガ イ ド さ れ る こ と に な る こ と を 意 味 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 一 ド ラ イ 電 極 材 料 か ら 作 製 さ れ た 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム の カ レ ン ダ リ ン グ が 、 第 一  
カ レ ン ダ ロ ー ラ の 回 転 速 度 を 上 回 る こ と が で き る 第 二 カ レ ン ダ ロ ー ラ の 回 転 速 度 に よ っ て  
第 一 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ 内 に 実 行 さ れ る こ と を 条 件 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 三 カ レ ン ダ ロ ー ラ は 、 さ ら な る カ レ ン ダ ロ ー ラ の 回 転 速 度 を 上 回 る こ と が で き る 回 転  
速 度 で 動 作 す る こ と が で き る 。 第 三 カ レ ン ダ ロ ー ラ は 、 第 二 カ レ ン ダ ロ ー ラ の 回 転 速 度 を  
上 回 る こ と が で き る 回 転 速 度 で 動 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 方 法 は 、
　 ａ ． 第 四 カ レ ン ダ ロ ー ラ と 他 の カ レ ン ダ ロ ー ラ と の 間 に 第 三 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ を 形 成 す る  
こ と と 、
　 ｂ ． 第 三 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ 内 の ド ラ イ 電 極 材 料 の た め の 第 二 供 給 シ ス テ ム か ら 第 二 ド ラ イ  
電 極 材 料 を 受 容 す る こ と と 、
　 ｃ ． 第 三 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ 内 に 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム を 形 成 す る こ と と 、
と い う ス テ ッ プ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 他 の カ レ ン ダ ロ ー ラ は 、 第 三 カ レ ン ダ ロ ー ラ で あ る こ と 、 ま た は そ れ に 相 当 す る こ と が  
で き る 。 他 の カ レ ン ダ ロ ー ラ 及 び ／ ま た は 第 三 カ レ ン ダ ロ ー ラ は 、 第 四 カ レ ン ダ ロ ー ラ に  
隣 接 し て 、 及 び ／ ま た は そ の 下 流 側 に 配 置 さ れ る こ と が で き る 。 「 上 流 側 」 と は 、 第 二 ド  
ラ イ 電 極 フ ィ ル ム が 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ に 、 そ の 中 に 、 ま た は そ こ を 通 っ て ガ イ ド さ れ る  
、 ま た は ガ イ ド さ れ る こ と に な る 前 に 、 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム が 最 初 に 第 三 ロ ー ラ ギ ャ  
ッ プ に 、 そ の 中 に 、 ま た は そ こ を 通 っ て ガ イ ド さ れ る 、 ま た は ガ イ ド さ れ る こ と に な る こ  
と を 意 味 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム は 、 第 三 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ 内 で カ レ ン ダ リ ン グ さ れ る こ と が で き  
る 、 ま た は そ う さ れ る こ と に な る 。 第 四 カ レ ン ダ ロ ー ラ の 回 転 速 度 を 上 回 る こ と が で き る  
、 第 三 カ レ ン ダ ロ ー ラ 及 び ／ ま た は そ の 他 の カ レ ン ダ ロ ー ラ の 回 転 速 度 に よ っ て 、 第 三 ロ  
ー ラ ギ ャ ッ プ 内 に 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム が 形 成 さ れ る 、 及 び ／ ま た は カ レ ン ダ リ ン グ さ  
れ る こ と が で き る こ と を 条 件 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 方 法 は 、 塗 工 さ れ た 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ を 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ に 導 入 す る こ と を 含 む  
こ と が で き 、 塗 工 さ れ た 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ は 、 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム 及 び 第 二 ド ラ  
イ 電 極 フ ィ ル ム に よ っ て ラ ミ ネ ー ト さ れ る こ と が で き る こ と に よ り 、 両 面 ド ラ イ 電 極 が 得  
ら れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 塗 工 さ れ た 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ は 、 塗 工 直 後 に 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ に 導 入 さ れ る こ と  
が で き 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ は 、 完 全 な 乾 燥 及 び ／ ま た は 硬 化 の 後 か 、 少 な く と も 完 全 な 乾 燥  
及 び ／ ま た は 硬 化 の 前 か い ず れ か で 、 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ に 導 入 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 フ ィ ル ム ウ ェ ブ の 塗 工 は 、 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ を マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ の 第 二 ロ ー ラ  
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ギ ャ ッ プ に 供 給 す る こ と に よ っ て 、 原 位 置 で 実 行 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 塗 工 さ れ た 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ は 、 第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ に 導 入 さ れ た 後 、 マ ル チ ロ ー  
ラ カ レ ン ダ 内 で 硬 化 す る 、 乾 燥 す る 、 及 び ／ ま た は 架 橋 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 フ ィ ル ム ウ ェ ブ は 、 硬 化 、 乾 燥 、 ま た は 架 橋 の た め に 加 熱 さ れ る こ と が で き る 。 い く つ  
か の 実 施 形 態 で は 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ 及 び ／ ま た は 接 着 剤 は 、 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ の 加 熱  
ロ ー ル を 介 し て 、 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ を 第 一 及 び ／ ま た は 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム  
と 共 に 加 熱 す る こ と に よ っ て 、 硬 化 、 乾 燥 、 ま た は 架 橋 の た め に 加 熱 さ れ る こ と が で き る  
。 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ は 、 少 な く と も １ つ の 加 熱 ロ ー ル を 有 す る こ と が で き る 。 カ レ ン  
ダ ロ ー ラ の う ち の １ つ 、 い く つ か 、 ま た は 全 て 、 例 え ば 、 第 一 カ レ ン ダ ロ ー ラ 、 第 二 カ レ  
ン ダ ロ ー ラ 、 第 三 カ レ ン ダ ロ ー ラ 、 第 四 カ レ ン ダ ロ ー ラ 、 さ ら な る カ レ ン ダ ロ ー ラ 及 び ／  
ま た は そ の 他 の カ レ ン ダ ロ ー ラ が 加 熱 さ れ る 、 ま た は 加 熱 さ れ る こ と が で き る こ と を 条 件  
と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 詳 細 は 、 以 下 の 図 を 使 用 し て 説 明 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に よ る 、 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ の 例 示 的 な 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 、 方 法 の 実 施 形 態 を 使 用 す る マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 、 方 法 の さ ら な る 実 施 形 態 を 使 用 す る マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ を 示 す  
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ は 、 ２ つ の ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム を 製 造 し 、 集 電 体 １ ０ 上 に ラ ミ ネ ー ト し て 両 面 電 極  
を 形 成 す る こ と が で き る マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ を 示 す 。 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０  
０ は 、 １ つ よ り 多 い ロ ー ラ 、 例 え ば ４ つ の ロ ー ラ ４ 、 ５ 、 ６ 、 ７ を 有 す る こ と が で き る 。  
集 電 体 １ ０ は 、 接 着 剤 １ に よ っ て 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ で あ る こ と 、 ま た は そ れ  
を 含 む こ と が で き る 。 接 着 剤 １ に よ っ て 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ は 集 電 体 １ ０ と も  
呼 ば れ る こ と が で き る 。 接 着 剤 １ に よ っ て 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ は 、 例 え ば 、 接  
着 剤 １ に よ っ て 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ で あ る こ と 、 ま た は そ れ を 含 む こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ で は 、 ド ラ イ 電 極 材 料 用 の ２ つ の 供 給 シ ス テ ム ２ 及 び ３ 、 な ら び に ４ つ の ロ ー ラ ４  
、 ５ 、 ６ 、 及 び ７ が 見 ら れ る 。 プ ラ イ マ ー 塗 工 集 電 体 １ ０ は 、 供 給 ス プ ー ル ８ か ら 与 え ら  
れ る こ と が で き る 。 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ は 、 粒 子 、 例 え ば 粒 子 状 ド ラ イ 電 極 材 料  
２ ２ を 供 給 シ ス テ ム ２ か ら ロ ー ラ ４ 及 び ５ の 間 の 第 一 ギ ャ ッ プ １ ３ に 通 し て カ レ ン ダ リ ン  
グ す る こ と に よ っ て 、 形 成 さ れ る こ と が で き る 。 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ は 、 粒 子 、  
例 え ば 粒 子 状 ド ラ イ 電 極 材 料 ２ ２ を 供 給 シ ス テ ム ３ か ら ロ ー ラ ６ 及 び ７ の 間 に 形 成 さ れ た  
第 三 ギ ャ ッ プ １ ４ に 通 し て カ レ ン ダ リ ン グ す る こ と に よ っ て 、 形 成 さ れ る こ と が で き る 。  
ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ 及 び ２ １ の 両 方 は 、 プ ラ イ マ ー 塗 工 フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ の 対 向 す  
る 第 一 ま た は 第 二 側 部 に 、 及 び ／ ま た は 集 電 体 １ ０ の 対 向 す る 第 一 ま た は 第 二 側 部 に ラ ミ  
ネ ー ト さ れ る こ と が で き る 。 ラ ミ ネ ー ト は 、 ロ ー ラ ５ 及 び ６ の 間 に 形 成 さ れ た 第 二 ギ ャ ッ  
プ １ １ の 間 で 、 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ 及 び ２ １ な ら び に プ ラ イ マ ー 塗 工 フ ィ ル ム ウ ェ ブ  
１ ０ 、 及 び ／ ま た は 集 電 体 １ ０ を 圧 縮 さ せ る 、 特 に カ レ ン ダ リ ン グ す る こ と に よ っ て 実 行  
さ れ る こ と が で き る 。 ラ ミ ネ ー ト に 加 え て 、 こ の 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ は 、 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル  
ム ２ ０ 及 び ２ １ の 膜 厚 を 決 定 す る た め の 追 加 の カ レ ン ダ リ ン グ も 可 能 に す る 。 ロ ー ラ ５ 及  
び ６ の 間 の ラ ミ ネ ー ト 後 、 両 面 電 極 １ １ ０ は 、 例 え ば 巻 き 取 り ス プ ー ル ９ を 介 し て 、 さ ら  
な る 処 理 の た め に 収 集 さ れ る 。 電 極 １ １ ０ は 、 ド ラ イ 電 極 で あ る こ と 、 ま た は そ れ を 含 む  
こ と が で き る 。 ド ラ イ 電 極 １ １ ０ は 、 リ チ ウ ム イ オ ン 電 極 で あ る こ と 、 ま た は そ れ を 含 む  
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こ と が で き る 、 及 び ／ ま た は リ チ ウ ム イ オ ン 電 極 の 製 造 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と が で き る  
、 ま た は そ の 製 造 の 際 に 、 も し く は そ の 製 造 の た め に 使 用 さ れ る こ と が で き る 。 電 極 １ １  
０ 及 び ／ ま た は ド ラ イ 電 極 １ １ ０ は 、 両 面 電 極 及 び ／ ま た は 両 面 ド ラ イ 電 極 で あ る こ と 、  
ま た は そ れ ら を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ を フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ に 塗 布 す る 、 及 び ／ ま た は ラ ミ ネ ー  
ト す る 場 合 、 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ は 、 例 え ば フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ に 塗 布 さ れ た 接  
着 剤 １ を 介 し て 、 ま た は そ れ に よ っ て 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ に 接 着 さ れ る こ と 、 及 び ／ ま  
た は フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ 上 に 接 着 さ れ る こ と が で き る 。 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ を フ  
ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ に 塗 布 す る 、 及 び ／ ま た は ラ ミ ネ ー ト す る 場 合 、 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル  
ム ２ １ は 、 例 え ば フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ に 塗 布 さ れ た 接 着 剤 １ を 介 し て 、 ま た は そ れ に よ っ  
て 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ に 接 着 さ れ る こ と 、 及 び ／ ま た は フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ 上 に 接 着 さ  
れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ は 、 例 え ば ロ ー ラ 対 ４ 、 ５ 及 び ／ ま た は 第 一 ロ ー ラ ４ 及 び  
第 二 ロ ー ラ ５ に よ っ て 、 カ レ ン ダ リ ン グ さ れ る こ と が で き る 、 ま た は カ レ ン ダ リ ン グ さ れ  
る こ と に な る 。 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ は 、 ロ ー ラ 対 ４ 、 ５ ま た は 第 一 ロ ー ラ ４ 及 び  
第 二 ロ ー ラ ５ を 含 む こ と が で き る 。 ロ ー ラ ４ 及 び ／ ま た は ロ ー ラ ５ は カ レ ン ダ ロ ー ラ で あ  
る こ と 、 ま た は そ れ を 含 む こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ロ ー ラ 対 の ロ ー ラ ４  
、 ５ の 一 方 が ロ ー ラ 対 の ロ ー ラ の 他 方 よ り も 高 い 回 転 速 度 を 有 す る こ と が で き る こ と を 条  
件 と す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 第 二 ロ ー ラ ５ の 回 転 速 度 は 第 一 ロ ー ラ ４ の 回 転 速 度 を 上  
回 る こ と が で き る 、 及 び ／ ま た は 第 二 ロ ー ラ ５ は 第 一 ロ ー ラ ４ よ り も 高 速 で 回 転 す る こ と  
が で き る 。 た だ し 、 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 一 ロ ー ラ ４ が 第 二 ロ ー ラ ５ の 回 転 速 度 を  
上 回 る こ と が で き る 、 及 び ／ ま た は 第 一 ロ ー ラ ４ が 第 二 ロ ー ラ ５ よ り も 高 速 で 回 転 す る こ  
と が で き る こ と も 条 件 と す る こ と が で き る 。 た だ し 、 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ２ つ の ロ  
ー ラ ４ 、 ５ は 同 じ 回 転 速 度 を 有 す る こ と も 、 及 び ／ ま た は 同 じ 速 度 で 回 転 す る こ と も で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ は 、 ロ ー ラ 対 ４ 、 ５ 及 び ／ ま た は ロ ー ラ ４ 及 び ロ ー ラ ５ に  
よ っ て 形 成 さ れ る こ と が で き る 、 第 一 ギ ャ ッ プ １ ３ 内 に 製 造 さ れ る こ と が で き る 。 例 え ば  
、 ド ラ イ 電 極 材 料 ２ ２ は 、 こ の 目 的 の た め に 第 一 ギ ャ ッ プ １ ３ に 導 入 さ れ る こ と が で き る  
。 第 一 ギ ャ ッ プ １ ３ で は 、 ド ラ イ 電 極 材 料 ２ ２ を カ レ ン ダ リ ン グ し て 、 プ レ ス し て 、 及 び  
／ ま た は 圧 縮 し て 、 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ は 、 例 え ば ロ ー ラ 対 ６ 、 ７ 及 び ／ ま た は 第 三 ロ ー ラ ６ 及 び  
第 四 ロ ー ラ ７ に よ っ て 、 カ レ ン ダ リ ン グ さ れ る こ と が で き る 、 ま た は カ レ ン ダ リ ン グ さ れ  
る こ と に な る 。 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ は 、 ロ ー ラ 対 ６ 、 ７ ま た は 第 三 ロ ー ラ ６ 及 び  
第 四 ロ ー ラ ７ を 有 す る こ と が で き る 。 ロ ー ラ ６ 及 び ／ ま た は ロ ー ラ ７ は カ レ ン ダ ロ ー ラ で  
あ る こ と 、 ま た は そ れ を 含 む こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ロ ー ラ 対 の ロ ー ラ  
６ 、 ７ の 一 方 が ロ ー ラ 対 の ロ ー ラ の 他 方 よ り も 高 い 回 転 速 度 を 有 す る こ と が で き る こ と を  
条 件 と す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 第 四 ロ ー ラ ７ の 回 転 速 度 は 第 三 ロ ー ラ ６ の 回 転 速 度 を  
上 回 る こ と が で き る 、 及 び ／ ま た は 第 四 ロ ー ラ ７ は 第 三 ロ ー ラ ６ よ り も 高 速 で 回 転 す る こ  
と が で き る 。 た だ し 、 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 三 ロ ー ラ ６ の 回 転 速 度 が 第 四 ロ ー ラ ７  
の 回 転 速 度 を 上 回 る こ と が で き る 、 及 び ／ ま た は 第 三 ロ ー ラ ６ が 第 四 ロ ー ラ ７ よ り も 高 速  
で 回 転 す る こ と が で き る こ と も 条 件 と す る こ と が で き る 。 た だ し 、 い く つ か の 実 施 形 態 で  
は 、 ２ つ の ロ ー ラ ６ 、 ７ は 同 じ 回 転 速 度 を 有 す る こ と も 、 及 び ／ ま た は 同 じ 速 度 で 回 転 す  
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 代 替 ま た は 追 加 で 、 第 二 ロ ー ラ ５ 及 び 第 三 ロ ー ラ ６ が 異 な る 回 転 速 度 を 有 す る こ と 、 及  
び ／ ま た は 異 な る 回 転 速 度 で 回 転 す る こ と が で き る こ と を 条 件 と す る こ と が で き る 。 第 二  
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ロ ー ラ ５ の 回 転 速 度 が 第 三 ロ ー ラ ６ の も の を 上 回 る こ と が で き る 、 及 び ／ ま た は 第 二 ロ ー  
ラ ５ が 第 三 ロ ー ラ ６ の 回 転 速 度 を 上 回 る こ と が で き る 回 転 速 度 で 回 転 す る こ と が で き る こ  
と を 条 件 と す る こ と が で き る 。 第 三 ロ ー ラ ６ の 回 転 速 度 が 第 二 ロ ー ラ ５ の も の を 上 回 る こ  
と が で き る 、 及 び ／ ま た は 第 三 ロ ー ラ ６ が 第 二 ロ ー ラ ５ の 回 転 速 度 を 上 回 る こ と が で き る  
回 転 速 度 で 回 転 す る こ と が で き る こ と を 条 件 と す る こ と が で き る 。 た だ し 、 い く つ か の 実  
施 形 態 で は 、 第 二 ロ ー ラ ５ 及 び 第 三 ロ ー ラ ６ は 、 同 じ 回 転 速 度 を 有 す る こ と 、 及 び ／ ま た  
は 同 じ 回 転 速 度 で 回 転 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ロ ー ラ の う ち の １ つ 、 い く つ か 、 ま た は 全 て 、 特 に 第 一 ロ ー ラ ４ 、 第 二 ロ ー ラ ５ 、 第 三  
ロ ー ラ ６ 、 及 び ／ ま た は 第 四 ロ ー ラ ７ の 回 転 速 度 が 個 別 に 選 択 さ れ る 、 制 御 さ れ る 、 及 び  
／ ま た は 調 整 さ れ る こ と が で き る こ と を 条 件 と す る こ と が で き る 。 ロ ー ラ の う ち の １ つ 、  
い く つ か 、 ま た は 全 て 、 特 に 第 一 ロ ー ラ ４ 、 第 二 ロ ー ラ ５ 、 第 三 ロ ー ラ ６ 、 及 び ／ ま た は  
第 四 ロ ー ラ ７ の 回 転 速 度 は 、 ド ラ イ 電 極 材 料 ２ ２ 、 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ 、 第 二 ド  
ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ２ 、 接 着 剤 １ 及 び ／ ま た は フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ 及 び ／ ま た は フ ィ ル  
ム ウ ェ ブ １ ０ の 種 類 、 材 料 及 び ／ ま た は 組 成 に 応 じ て 選 択 さ れ る こ と 、 及 び ／ ま た は 調 整  
さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ は 、 ロ ー ラ 対 ４ 、 ５ 及 び ／ ま た は ロ ー ラ ４ 及 び ロ ー ラ ５ に  
よ る も の で あ る こ と 、 ま た は そ れ ら に よ っ て 作 ら れ る こ と が で き る 第 三 ギ ャ ッ プ １ ４ 内 に  
あ る こ と 、 ま た は 製 造 さ れ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ド ラ イ 電 極 材 料 ２ ２ は 第 一 ギ ャ ッ プ  
１ ３ に 導 入 さ れ る こ と が で き る 。 第 三 ギ ャ ッ プ １ ４ で は 、 ド ラ イ 電 極 材 料 ２ ２ を カ レ ン ダ  
リ ン グ し て 、 プ レ ス し て 、 及 び ／ ま た は 圧 縮 し て 、 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ を 形 成 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 二 ロ ー ラ ５ 及 び 第 三 ロ ー ラ ６ が ロ ー ラ 対 ５ 、 ６ を 形 成 す る こ と を 条 件 と す る こ と が で  
き る 。 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ は 、 ロ ー ラ 対 ５ 、 ６ ま た は 第 二 ロ ー ラ ５ 及 び 第 三 ロ ー  
ラ ６ を 含 む こ と が で き る 。 ロ ー ラ ６ 及 び ／ ま た は ロ ー ラ ７ は カ レ ン ダ ロ ー ラ で あ る こ と 、  
ま た は そ れ を 含 む こ と が で き る 。 ロ ー ラ 対 ５ 、 ６ は 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ 上 に 第 一 ド ラ イ  
電 極 フ ィ ル ム ２ ０ 及 び ／ ま た は 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ を ラ ミ ネ ー ト す る 機 能 を 果 た  
す こ と が で き る 。 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ は ロ ー ラ ５ 、 ６ の 間 に 形 成 さ れ る こ と が で き る 。 ロ ー  
ラ ５ 、 ６ 及 び ／ ま た は ロ ー ラ 対 ５ 、 ６ は 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ を 形 成 す る こ と が で き る 。 フ ィ  
ル ム ウ ェ ブ １ ０ は 、 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ に 導 入 さ れ る こ と 、 及 び ／ ま た は 第 二 ギ ャ ッ プ １ １  
を 通 過 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ は 、 ロ ー ラ ５ 、 ６ の 間 の 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ 、 及 び ／ ま た は  
ロ ー ラ 対 ５ 、 ６ の ギ ャ ッ プ １ １ 内 に 導 入 さ れ る こ と 、 及 び ／ ま た は 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ を 通  
過 す る こ と が で き る 。 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ は 、 ロ ー ラ ５ 、 ６ の 間 の 第 二 ギ ャ ッ プ  
１ １ 、 及 び ／ ま た は ロ ー ラ 対 ５ 、 ６ の ギ ャ ッ プ １ １ 内 に 導 入 さ れ る こ と 、 及 び ／ ま た は 第  
二 ギ ャ ッ プ １ １ を 通 過 す る こ と が で き る 。 フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ 、 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム  
２ ０ 及 び ／ ま た は 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ は 、 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ 内 に ガ イ ド さ れ る こ  
と が で き る こ と に よ り 、 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ は フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ の １ つ の 側 に  
塗 布 さ れ る こ と 、 及 び ／ ま た は ラ ミ ネ ー ト さ れ る こ と が で き 、 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２  
１ は フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ の 反 対 側 に 塗 布 さ れ る こ と 、 及 び ／ ま た は ラ ミ ネ ー ト さ れ る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ロ ー ラ 対 ４ 、 ５ は 、 対 向 す る ロ ー ラ 対 ６ 、 ７ に 配 置 さ れ る こ  
と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ロ ー ラ 対 ４ 、 ５ は フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ の １ つ の 側  
に 配 置 さ れ る こ と が で き 、 ロ ー ラ 対 ６ 、 ７ は フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ の 別 の 側 及 び ／ ま た は 反  
対 側 に 配 置 さ れ る こ と が で き る 。 第 一 ロ ー ラ ４ は 第 二 ロ ー ラ ５ に 実 質 的 に 隣 接 し て 配 置 さ  
れ る こ と が で き る 、 及 び ／ ま た は そ の 逆 も 同 様 で あ る こ と が で き る 。 第 三 ロ ー ラ ６ は 第 四  
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ロ ー ラ ７ に 実 質 的 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る こ と が で き る 、 及 び ／ ま た は そ の 逆 も 同 様 で あ る  
こ と が で き る 。 第 二 ロ ー ラ ５ は 第 三 ロ ー ラ ６ に 実 質 的 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る こ と が で き る  
、 及 び ／ ま た は そ の 逆 も 同 様 で あ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 二 ロ ー ラ ５ が 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ を 形 成 す る こ と が で き る ロ ー ラ 対 ４ 、 ５ の  
一 部 だ け で な く 、 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ を フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ 上 に 塗 布 す る こ と 、  
及 び ／ ま た は ラ ミ ネ ー ト す る こ と が で き る ロ ー ラ 対 ５ 、 ６ の 一 部 で も あ る こ と が で き る こ  
と を 条 件 と す る こ と が で き る 。 第 三 ロ ー ラ ６ が 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ を 形 成 す る こ  
と が で き る ロ ー ラ 対 ６ 、 ７ の 一 部 だ け で な く 、 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ を フ ィ ル ム ウ  
ェ ブ １ ０ 上 に 塗 布 す る こ と 、 及 び ／ ま た は ラ ミ ネ ー ト す る こ と が で き る ロ ー ラ 対 ５ 、 ６ の  
一 部 で も あ る こ と が で き る こ と を 条 件 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 二 ロ ー ラ ５ は 第 三 ロ ー ラ ６ の 上 流 側 に 配 置 さ れ る こ と が で  
き る 。 「 上 流 側 」 は 、 第 一 ド ラ イ フ ィ ル ム ２ ０ の 輸 送 ま た は 運 搬 方 向 に 反 対 の 方 向 を 意 味  
す る も の で あ る こ と が で き る 。 第 一 ド ラ イ フ ィ ル ム ２ ０ は 、 最 初 に 第 一 ギ ャ ッ プ １ ３ を 通  
し て 、 次 に 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ を 通 し て ガ イ ド さ れ る こ と 、 及 び ／ ま た は 最 初 に 第 一 ギ ャ ッ  
プ １ ３ で 、 そ の 中 で 、 ま た は そ の 近 く で 、 次 に 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ で 、 そ の 中 で 、 ま た は そ  
の 近 く で ロ ー ラ ５ に 少 な く と も 接 触 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 三 ロ ー ラ ６ は 、 第 四 ロ ー ラ ７ の 下 流 側 に 配 置 さ れ る こ と が  
で き る 。 「 下 流 側 」 は 、 第 二 ド ラ イ フ ィ ル ム ２ １ の 輸 送 ま た は 運 搬 方 向 内 の 方 向 を 意 味 す  
る も の で あ る こ と が で き る 。 第 二 ド ラ イ フ ィ ル ム ２ １ は 、 最 初 に 第 三 ギ ャ ッ プ １ ３ を 通 し  
て 、 次 に 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ を 通 し て ガ イ ド さ れ る こ と 、 及 び ／ ま た は 最 初 に 第 三 ギ ャ ッ プ  
１ ４ で 、 そ の 中 で 、 ま た は そ の 近 く で 、 次 に 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ で 、 そ の 中 で 、 ま た は そ の  
近 く で ロ ー ラ ６ に 少 な く と も 接 触 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ２ に 示 さ れ た 、 及 び ／ ま た は 以 下 に 説 明 さ れ る 本 発 明 に よ る マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １  
０ ０ は 、 図 １ 及 び ／ ま た は 図 ３ に 示 さ れ 、 上 記 及 び ／ ま た は 下 記 に 説 明 さ れ る マ ル チ ロ ー  
ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ の 特 徴 及 び ／ ま た は 利 点 の う ち の １ つ 、 い く つ か 、 ま た は す べ て を 有 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 接 着 剤 １ に よ る フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ の 塗 工 、 及 び ／ ま た は 接 着 剤 １ の フ ィ ル ム ウ ェ ブ  
２ １ ０ へ の 塗 布 は 、 フ レ キ ソ グ ラ フ ィ 印 刷 プ ロ セ ス を 使 用 し て 実 行 さ れ る 、 及 び ／ ま た は  
行 わ れ る こ と が で き る 。 フ レ キ ソ グ ラ フ ィ 印 刷 プ ロ セ ス を 使 用 し て 、 接 着 剤 １ は 、 接 着 剤  
１ が 塗 工 さ れ た 、 及 び ／ ま た は 与 え ら れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ を 得 る た め に 、 接 着 剤 が ま  
だ 与 え ら れ て い な い フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ 上 に 塗 布 さ れ る 、 及 び ／ ま た は 塗 工 さ れ る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ロ ー ラ 、 例 え ば 、 第 一 ロ ー ラ ４ 、 第 二 ロ ー ラ ５ 、 第 三 ロ ー ラ ６ 、 及 び ／ ま た は 第 四 ロ ー  
ラ ７ の 記 載 さ れ た 配 置 に よ り 、 ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ は 、 空 間 を 節 約 す る よ う に 、 及 び ／  
ま た は 小 さ い 設 置 面 積 を 必 要 と す る よ う に 設 計 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で は 、 図 １ に 示 さ れ た マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ と は 対 照 的 に 、  
図 ２ に 例 と し て 示 さ れ る マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ は 、 接 着 剤 に よ っ て 塗 工 さ れ た フ ィ  
ル ム ウ ェ ブ １ ０ の 、 ま た は 集 電 体 １ ０ の 供 給 ス プ ー ル ８ の 代 わ り に 、 フ レ キ ソ グ ラ フ ィ 印  
刷 ユ ニ ッ ト ２ ０ ０ を 有 し 、 こ の フ レ キ ソ グ ラ フ ィ 印 刷 ユ ニ ッ ト を 用 い て 、 塗 工 さ れ て い な  
い 導 電 性 フ ィ ル ム ２ １ ０ 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム フ ィ ル ム は 、 接 着 剤 １ に よ っ て 塗 工 さ れ た  
フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ 、 及 び ／ ま た は 集 電 体 １ ０ を 形 成 す る た め に 、 接 着 剤 １ に よ っ て 両 側  
に 塗 工 さ れ る 。 液 体 接 着 剤 １ は 、 供 給 ラ イ ン ２ ０ １ を 介 し て チ ャ ン バ ド ク タ ブ レ ー ド ２ ０  
２ に 供 給 さ れ る 。 液 体 接 着 剤 １ は 、 チ ャ ン バ ド ク タ ブ レ ー ド ２ ０ ２ を 介 し て 構 造 化 さ れ た  
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ア ニ ロ ッ ク ス ロ ー ラ ２ ０ ３ に 塗 布 さ れ 、 ア ニ ロ ッ ク ス ロ ー ラ ２ ０ ３ か ら 印 刷 版 胴 ２ ０ ４ に  
転 移 さ れ る 。 接 着 剤 の な い フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ は 、 供 給 ス プ ー ル ２ ０ ５ か ら 引 き 離 さ れ  
、 印 刷 版 胴 ２ ０ ４ と 第 二 印 刷 版 胴 ２ ０ ４ と の 間 の ロ ー ラ ギ ャ ッ プ １ ２ の 周 り に 導 入 さ れ る  
。 接 着 剤 １ が 印 刷 版 胴 ２ ０ ４ か ら フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ に 転 移 さ れ た 場 合 、 塗 工 さ れ た フ  
ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ は 、 カ レ ン ダ リ ン グ さ れ た ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ 、 ２ １ の 両 側 に 接  
続 さ れ る た め に 、 集 電 体 １ ０ と し て 、 及 び ／ ま た は 図 １ を 参 照 し て 説 明 さ れ た 方 法 で 接 着  
剤 １ に よ っ て 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ と し て マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ の 第 二 ギ  
ャ ッ プ １ １ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 さ ら に 従 来 技 術 か ら 逸 脱 す る 場 合 、 接 着 剤 １ は 、 集 電 体 １ ０ が マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １  
０ ０ 及 び ／ ま た は 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ に 導 入 さ れ る 場 合 に ま だ （ 完 全 に ） 硬 化 し て い な い 、  
乾 燥 し て い な い 、 及 び ／ ま た は 架 橋 さ れ て い な い こ と が で き る た め 、 液 体 も し く は 粘 性 で  
あ る こ と 、 ま た は 低 下 し た 強 度 を 有 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 接 着 剤 １ の さ ら な る  
乾 燥 、 硬 化 、 及 び ／ ま た は 架 橋 は 、 接 着 剤 １ に よ っ て 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ が  
ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ 、 ２ １ に 結 合 さ れ る 場 合 か 、 対 向 す る 側 に 配 置 さ れ た ド ラ イ 電 極  
フ ィ ル ム ２ ０ 、 ２ １ が 最 終 厚 さ も し く は 最 終 密 度 ま で さ ら に 圧 縮 さ れ る 後 続 の カ レ ン ダ リ  
ン グ ス テ ッ プ の 際 か 、 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ 、 ２ １ に よ っ て 塗 工 さ れ た 集 電 体 １ ０ が マ  
ル チ ロ ー ラ ユ ニ ッ ト １ ０ ０ 内 で 輸 送 さ れ る 場 合 か い ず れ か で 行 わ れ 、 塗 工 さ れ た 集 電 体 １  
０ は 、 加 熱 ロ ー ラ の ジ ャ ケ ッ ト に も た れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 接 着 剤 １ に よ る フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ の 塗 工 、 及 び ／ ま た は 接 着 剤 １ の フ ィ ル ム ウ ェ ブ  
２ １ ０ へ の 塗 布 は 、 フ レ キ ソ グ ラ フ ィ 印 刷 プ ロ セ ス を 使 用 し て 実 行 さ れ る 、 及 び ／ ま た は  
行 わ れ る こ と が で き る 。 フ レ キ ソ グ ラ フ ィ 印 刷 プ ロ セ ス を 使 用 し て 、 接 着 剤 １ は 、 接 着 剤  
１ が 塗 工 さ れ た 、 及 び ／ ま た は 与 え ら れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ を 得 る た め に 、 接 着 剤 が ま  
だ 与 え ら れ て い な い フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ 上 に 塗 布 さ れ る 、 及 び ／ ま た は 塗 工 さ れ る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ３ に 示 さ れ た 、 及 び ／ ま た は 以 下 に 説 明 さ れ る 本 発 明 に よ る マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １  
０ ０ は 、 図 １ 及 び ／ ま た は 図 ２ に 示 さ れ 、 上 記 及 び ／ ま た は 下 記 に 説 明 さ れ る マ ル チ ロ ー  
ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ の 特 徴 及 び ／ ま た は 利 点 の う ち の １ つ 、 い く つ か 、 ま た は す べ て を 有 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で は 、 図 ２ に 示 さ れ た 実 施 形 態 の 修 正 形 態 に お い て 、 図 ３ に 例 と し  
て 示 さ れ る よ う に 、 グ ラ ビ ア 印 刷 ユ ニ ッ ト ３ ０ ０ は 、 接 着 剤 １ に よ っ て フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２  
１ ０ を 塗 工 す る た め に 使 用 さ れ る 。 接 着 剤 １ は 、 ト レ イ ３ ５ ０ 内 に 保 持 さ れ 、 ト レ イ 内 で  
は 、 そ の 下 側 よ り 上 に 水 平 版 胴 ３ ２ ０ が 突 出 す る 。 版 胴 ３ ２ ０ は 、 接 着 剤 １ を 受 容 す る た  
め の セ ル 彫 刻 ３ ３ ０ を 有 す る 。 セ ル 彫 刻 ３ ３ ０ は 、 セ ル ３ ３ ０ と も 呼 ば れ る こ と が で き る  
。 セ ル ３ ３ ０ は 、 版 胴 ３ ２ ０ 内 に 延 在 す る こ と が で き る 彫 刻 を 有 す る こ と が で き る 。 セ ル  
（ 複 数 可 ） ３ ３ ０ 、 ま た は 彫 刻 は 、 ト レ イ ３ ３ ０ か ら の 接 着 剤 １ の 除 去 及 び ／ ま た は 捕 捉  
を 可 能 に す る 、 及 び ／ ま た は 促 進 す る こ と が で き る パ タ ー ン を 有 す る こ と が で き る 。 １ つ  
も し く は 複 数 の セ ル ３ ３ ０ 、 ま た は 彫 刻 は 、 溝 部 及 び ／ ま た は 凹 部 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ト レ イ ３ ５ ０ の 回 転 方 向 と は 反 対 方 向 に 向 い て い る 胴 ジ ャ ケ ッ ト の 側 に は 、 ド ク タ ブ レ  
ー ド ３ ４ ０ が 配 置 さ れ 、 余 分 な 接 着 剤 １ を 除 去 す る た め 、 接 着 剤 １ は セ ル ３ ３ ０ 内 に の み  
残 る 。 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ １ ２ は 、 第 二 版 胴 ３ ２ ０ に 対 し て 、 版 胴 ３ ２ ０ の 回 転 方 向 内 で ド ク  
タ ブ レ ー ド ３ ４ ０ と は 反 対 方 向 に 向 い て い る 版 胴 ３ ２ ０ の 上 側 に 形 成 さ れ る 。 第 一 版 胴 ３  
２ ０ 及 び ／ ま た は 第 二 版 胴 ３ ２ ０ は 、 印 刷 版 胴 及 び ／ ま た は 対 向 圧 胴 で あ る こ と 、 ま た は  
そ れ を 含 む こ と が で き る 。 第 一 版 胴 ３ ２ ０ は 印 刷 版 胴 で あ る こ と 、 ま た は そ れ を 含 む こ と  
が で き 、 第 二 版 胴 ３ ２ ０ は 対 向 圧 胴 で あ る こ と 、 ま た は そ れ を 含 む こ と が で き る 。 第 一 版  
胴 ３ ２ ０ は 対 向 圧 胴 で あ る 、 ま た は そ れ を 含 み 、 第 二 版 胴 ３ ２ ０ は 印 刷 版 胴 で あ る こ と 、  
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ま た は そ れ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 塗 工 さ れ る フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ は 、 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ １ ２ を 通 過 す る 。 版 胴 ３ ２ ０ 及 び  
第 二 版 胴 ３ ２ ０ の 接 触 圧 は 、 塗 工 さ れ る フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ が ロ ー ラ ギ ャ ッ プ １ ２ の セ  
ル ３ ３ ０ 内 の 接 着 剤 １ と 接 触 し 、 接 着 剤 １ が 版 胴 ３ ２ ０ か ら フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ に 転 移  
す る ほ ど 高 い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ 、 ２ １ ０ は 導 電 性 で あ る こ と が で き る 。 接 着 剤 １ に よ っ て ま だ 塗 工  
さ れ て い な い フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ 、 及 び ／ ま た は 接 着 剤 １ に よ っ て 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム  
ウ ェ ブ １ ０ は 、 集 電 体 、 及 び ／ ま た は あ る 電 極 １ １ ０ ま た は 前 述 の 電 極 １ １ ０ の 集 電 体 と  
し て 機 能 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 接 着 剤 １ は フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ に ス ポ ッ ト ま た は セ ク シ ョ  
ン で 塗 布 さ れ る こ と が で き る 。 ド ラ イ フ ィ ル ム ２ ０ 、 ２ １ を 塗 布 す る 及 び ／ ま た は ラ ミ ネ  
ー ト す る 、 及 び ／ ま た は ド ラ イ フ ィ ル ム ２ ０ 、 ２ １ を 接 着 す る 場 合 、 ス ポ ッ ト ま た は セ ク  
シ ョ ン で 塗 布 さ れ た 接 着 剤 が フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ に 沿 っ て 分 配 さ れ る 、 ま た は 分 配 さ れ る  
こ と が で き る こ と を 条 件 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 接 着 剤 １ は 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ に 連 続 し て 、 及 び ／ ま た  
は 少 な く と も フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ の 運 搬 方 向 に 沿 っ て 延 び る ウ ェ ブ ま た は ス ト リ ッ プ に  
塗 布 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 接 着 剤 １ は 導 電 性 で あ る こ と が で き る 。 接 着 剤 １ は 、 液 体 で あ り 、 基 準 状 態 下 で は 揮 発  
性 で あ る 溶 媒 に よ っ て 製 造 さ れ る こ と が で き る 。 基 準 状 態 は 、 例 え ば 、 室 温 （ 例 え ば ２ ０  
℃ ） 及 び ／ ま た は 約 １ ｂ ａ ｒ の 圧 力 で あ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 接 着 剤 １ 、 特 に 導 電 性 接 着 剤 １ が 塗 工 前 に 調 質 さ れ る こ と が で き る こ と を 条 件 と す る こ  
と が で き る 。 接 着 剤 １ 、 特 に 導 電 性 接 着 剤 １ は 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ の 塗 工 、 塗 布 、 及 び  
／ ま た は ラ ミ ネ ー ト の 前 に 調 質 さ れ る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 接 着 剤 １  
は 、 例 え ば 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ に 容 易 に 塗 布 さ れ る こ と 、 及 び ／ ま た は ロ ー ラ ま た は 胴  
２ ０ ４ 、 ３ ２ ０ 及 び ／ ま た は セ ル ３ ３ ０ に よ っ て 沿 っ て 運 搬 さ れ る こ と が で き る 粘 度 を 有  
す る こ と が で き る よ う な 温 度 ま で 、 調 質 さ れ る 、 及 び ／ ま た は 加 温 さ れ る 、 ま た は 加 熱 さ  
れ る こ と が で き る 。 接 着 剤 １ の 種 類 及 び ／ ま た は 組 成 に 応 じ て 、 接 着 剤 １ は 、 異 な る 温 度  
で 調 質 さ れ る こ と が で き る 、 ま た は 調 質 さ れ る こ と に な る 。 調 質 及 び ／ ま た は 温 度 は 、 接  
着 剤 １ の 種 類 、 材 料 及 び ／ ま た は 組 成 に 応 じ て 、 選 択 さ れ る 、 及 び ／ ま た は 実 行 さ れ る こ  
と が で き る 。 対 応 す る 装 置 、 例 え ば 接 着 剤 １ を 調 質 す る こ と が で き る 調 質 及 び ／ ま た は 加  
熱 装 置 は 、 調 質 の た め に 設 け ら れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 導 電 性 接 着 剤 １ に よ っ て 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ は 、  
例 え ば 巻 き 取 り ス プ ー ル ９ （ 図 示 せ ず ） 上 に 、 ま た は そ れ に よ っ て 巻 き 取 ら れ る こ と が で  
き る 。 導 電 性 接 着 剤 １ に よ っ て 塗 工 さ れ 、 巻 き 取 り ス プ ー ル ９ 上 に 巻 き 取 ら れ た フ ィ ル ム  
ウ ェ ブ １ ０ を 、 例 え ば 図 １ を 参 照 し て 説 明 さ れ る よ う に 、 マ ル チ カ レ ン ダ １ ０ ０ に 供 給 す  
る こ と で 、 電 極 １ １ ０ 、 特 に ド ラ イ 電 極 １ １ ０ を 製 造 す る こ と が で き る こ と を 条 件 と す る  
こ と が で き る 。 巻 き 取 り ス プ ー ル ９ が 供 給 ス プ ー ル ８ と し て 機 能 す る こ と が で き る こ と を  
条 件 と す る こ と 、 ま た は 接 着 剤 １ に よ っ て 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ を 設 け る こ と が  
で き る 供 給 ス プ ー ル ８ に 相 当 す る こ と が で き る こ と を 条 件 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ 上 に 塗 工 さ れ た 導 電 性 接 着 剤 １ が 塗 工 後 に 乾 燥 す る 、 及 び ／  
ま た は 調 質 さ れ る 、 及 び ／ ま た は 架 橋 さ れ る こ と が で き る こ と を 条 件 と す る こ と が で き る  
。 こ の 目 的 の た め に 、 対 応 す る 装 置 、 例 え ば 加 熱 装 置 な ど を 設 け る こ と が で き る 。 い く つ  
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か の 実 施 形 態 で は 、 塗 工 さ れ 硬 化 し た フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ は 、 例 え ば 巻 き 取 り ス プ ー ル ９  
（ 図 示 せ ず ） 上 に 、 ま た は そ れ に よ っ て 巻 き 取 ら れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 代 替 ま た は 追 加 で 、 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ を マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ に 供  
給 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ ま た は 接 着 剤 １ を 硬  
化 さ せ る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ ま た は 接 着 剤 １ を  
少 な く と も 部 分 的 に 硬 化 さ せ る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ  
１ ０ に 塗 布 さ れ た 接 着 剤 １ は 、 少 な く と も 部 分 的 に 、 ま た は 完 全 に 液 体 で あ る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ に 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ 及 び ／ ま  
た は 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ を ラ ミ ネ ー ト す る 前 に 、 硬 化 し た 接 着 剤 １ を 少 な く と も  
部 分 的 に 液 化 す る こ と が で き る こ と 、 及 び ／ ま た は 硬 化 を 少 な く と も 部 分 的 に 戻 す こ と が  
で き る こ と を 条 件 と す る こ と が で き る 。 た だ し 、 い く つ か の 他 の 実 施 形 態 で は 、 第 一 ド ラ  
イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ 及 び ／ ま た は 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ を 、 硬 化 し た 接 着 剤 １ ま た  
は フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ の 上 に 、 ま た は そ れ に ラ ミ ネ ー ト す る こ と が で き る こ と も 条 件 と す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 代 替 ま た は 追 加 で 、 接 着 剤 １ に よ っ て 覆 わ れ た 及 び ／ ま た は 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ  
１ ０ が 塗 工 の 直 後 に 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ 及 び ／ ま た は マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ の 中 に 導  
入 さ れ る 、 及 び ／ ま た は 供 給 さ れ る こ と が で き る こ と を 条 件 と す る こ と が で き る 。 接 着 剤  
１ に よ っ て 覆 わ れ た 及 び ／ ま た は 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ は 、 塗 工 直 後 に 、 第 一 ド  
ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ 及 び ／ ま た は 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ が ラ ミ ネ ー ト さ れ る 、 及  
び ／ ま た は そ れ ら に 結 合 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ の 塗 工 は 、 導 電 性 フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ を マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １  
０ ０ 及 び ／ ま た は 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ に 、 ま た は そ れ ら の 内 に 供 給 す る こ と に よ っ て 、 原 位  
置 で 実 行 さ れ る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 接 着 剤 １ に よ っ て ま だ 塗 工 さ れ  
て い な い フ ィ ル ム ウ ェ ブ ２ １ ０ を マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ 及 び ／ ま た は 第 二 ギ ャ ッ プ  
１ １ に 導 入 す る こ と が で き 、 接 着 剤 １ を 実 質 的 に ギ ャ ッ プ １ １ ま た は そ の 内 に 塗 布 す る 、  
及 び ／ ま た は 塗 工 す る こ と が で き る 。 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ 及 び ／ ま た は 第 二 ド ラ  
イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ の ラ ミ ネ ー ト の ほ ぼ 直 前 に 、 及 び ／ ま た は そ の ほ ん の 少 し 前 に 、 接 着  
剤 １ を フ ィ ル ム ウ ェ ブ に 塗 工 す る 、 及 び ／ ま た は 塗 布 す る こ と が で き る こ と を 条 件 と す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 代 替 ま た は 追 加 で 、 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 接 着 剤 １ 及 び ／ ま た は フ ィ ル ム ウ ェ ブ １  
０ は 、 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ 及 び ／ ま た は 第 二 ギ ャ ッ プ １ １ に 導 入 さ れ た 後 に の み  
、 硬 化 す る 、 乾 燥 す る 、 及 び ／ ま た は 架 橋 さ れ る こ と が で き る 。 接 着 剤 １ 及 び ／ ま た は フ  
ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ が フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ へ の 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ 及 び ／ ま た は 第  
二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ の 塗 布 後 に の み 、 及 び ／ ま た は 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ 及  
び ／ ま た は 第 二 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ が フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ と 接 触 し た 少 な く と も 後 に  
、 硬 化 す る 、 乾 燥 す る 、 及 び ／ ま た は 架 橋 さ れ る こ と が で き る こ と を 条 件 と す る こ と が で  
き る 。 こ の 目 的 の た め に 、 適 切 な 装 置 、 例 え ば 加 熱 装 置 な ど を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ 及 び ／ ま た は 接 着 剤 １ を 硬 化 さ せ る 、 乾 燥 さ せ る 、 ま た は 架 橋 す る  
た め に 加 熱 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 第 一 ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ 及 び ／ ま た は 第 二 ド  
ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ １ に よ っ て 塗 工 さ れ た フ ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ は 、 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ  
１ ０ ０ の 加 熱 ロ ー ラ に よ っ て 加 熱 さ れ る こ と が で き る 。 加 熱 ロ ー ラ は 、 例 え ば 、 カ レ ン ダ  
ロ ー ラ （ 例 え ば 、 第 二 ロ ー ラ ５ 及 び ／ ま た は 第 三 ロ ー ラ ６ ） で あ る こ と が で き る 。 い く つ  
か の 実 施 形 態 で は 、 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ は 、 代 替 ま た は 追 加 で 、 １ つ ま た は 複 数  
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の さ ら な る 加 熱 ロ ー ル （ 図 示 せ ず ） を 含 む こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 さ ら  
な る 加 熱 ロ ー ラ 、 ま た は 任 意 選 択 で 少 な く と も １ つ 、 い く つ か も し く は 全 て の さ ら な る 加  
熱 ロ ー ラ は 、 第 二 及 び 第 三 ロ ー ラ ５ 、 ６ の 後 方 、 及 び ／ ま た は ロ ー ラ 対 ５ 、 ６ の 後 方 の フ  
ィ ル ム ウ ェ ブ １ ０ の 輸 送 ま た は 運 搬 方 向 内 に 配 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ １ ０ ０ で は 、 及 び ／ ま た は そ れ に よ っ て 、 電 極 １ １ ０ 、 好 ま し く  
は ド ラ イ 電 極 １ １ ０ は 、 例 え ば 上 記 の よ う に 、 例 え ば ド ラ イ 電 極 材 料 ２ ２ 及 び ／ ま た は ド  
ラ イ 電 極 フ ィ ル ム ２ ０ 、 ２ １ を 塗 布 す る こ と に よ っ て 、 形 成 さ れ る 、 及 び ／ ま た は 製 造 さ  
れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 記 の 説 明 、 図 、 及 び 特 許 請 求 の 範 囲 に 開 示 さ れ た 本 発 明 の 特 徴 は 、 個 別 に も 、 ま た 任  
意 の 組 み 合 わ せ で も 、 本 発 明 の 実 施 に 不 可 欠 と な り 得 る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ １ 】
１  接 着 剤
２  供 給 シ ス テ ム
３  供 給 シ ス テ ム
４  ロ ー ラ
５  ロ ー ラ
６  ロ ー ラ
７  ロ ー ラ
８  供 給 ス プ ー ル
９  巻 き 取 り ス プ ー ル
１ ０  集 電 体
１ １  第 二 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ
１ ２  ロ ー ラ ギ ャ ッ プ
１ ３  第 一 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ
１ ４  第 三 ロ ー ラ ギ ャ ッ プ
２ ０  ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム
２ １  ド ラ イ 電 極 フ ィ ル ム
２ ２  ド ラ イ 電 極 材 料
１ ０ ０  マ ル チ ロ ー ラ カ レ ン ダ
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２ ０ ０  フ レ キ ソ グ ラ フ ィ 印 刷 ユ ニ ッ ト
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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